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これからも残したい「あずま北小のよいところ」は？
～創立４０周年の年に子供たちと一緒に考えたこと～

６月１６日（火）に創立４０周年記念事業として、記念の航空写真を撮りました。児童
や職員が一人ずつカラーパネルを持って、あずま北小学校の校章の形を作りました。少し
暑い中での撮影でしたが、児童たちの笑顔と歓声に包まれ楽しい時間を過ごすことができ
ました。子供たちにとって、思い出に残る時間になったことと思います。
今回の記念撮影に合わせて、各クラスで「１０年後も続いてほしい（残したい）『あず

ま北小のよいところ』」について、考えてもらいました。その一例を紹介します。
今回挙げられた『あずま北小のよいところ』が、よき伝統として１０年後も受け継がれ

ていくために、今、一人ひとりができることを考え、実行してほしいと思います。

・校庭や校舎が広い ・桜がきれい ・どんぐり山でクワガタが捕れる ・プールの授業
・遊具をゆずりあって使える ・校庭の割り当てルールを守って遊べる ・朝の歌声
・元気な声であいさつができる（あいさつ運動がある） ・笑顔の人が多い
・６年生が優しく一緒に遊んでくれる（ペア活動） ・友達と助け合える（応援し合える）
・先生がいつも笑顔（一緒に遊べる、勉強が楽しい、先生と仲がよい）
・チャイム着席で賞状がもらえるキャンペーン ・旗振りボランティアがいる
・朝の読み聞かせの時間 ・勉強や運動、係の仕事を頑張っている
・「いい顔 いい声 いい心」の合い言葉

６月の授業の様子から ～気づき・考え・実行する～

６月はＪＲＳ委員会が実施した登録式や、図書委員会が企画した読書推進キャンペーン
など、各委員会活動で児童たちが活躍する姿がたくさん見られました。それぞれの委員会
で、児童自ら「気づき・考え・実行する」姿はとても頼もしく感じました。これからも、
各委員会で新しいことにチャレンジし、あずま北小を盛り上げてほしいと思います。
また、夏の風物詩のプールが本格的に始まりました。プールからは準備運動の元気なか

け声や、楽しそうな歓声が、毎日のように聞こえてきます。一人ひとりが目標をもち、そ
の目標達成に向けて意欲的に水泳の授業に取り組んでほしいと思います。

委員会の発表（JRC） 足の動かし方の練習

みんなで集合写真カラーパネルを持って

正しい浮き方の練習賑わう図書室
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・よく考える子

・思いやりのある子

・たくましい子

「 い い顔 いい声 いい心 」

の合い言葉は多くのクラス

で出された意見です！！




